
 

 壮行会激励の言葉・令和３年度１学期終業式式辞  

令和３年７月２０日 

【壮行会】 

○ ボート部 

県総体ボート競技が円山川で開催され、男子シングルスカルという１人で漕

ぐ種目で、宮本君が優勝、女子ダブルスカルという２人で漕ぐ種目でも、近藤 

さん・島田さんが優勝しました。平日はなかなかボートに乗ることができない

というハンデを乗り越えての素晴しい結果です。男子は４０年ぶり、女子は７

１年ぶりの快挙です。 

○ 山岳部男子 
 県総体登山大会が氷ノ山山系で開催され、山岳部男子が３年ぶりに優勝しま

した。体力と知力とチームワークを発揮しての結果でした。メンバーは、井上 

君・山本君・澤君・林君の４人です。優勝回数１６回は県内最多です。 

 ボート部と山岳部は、夏休みに福井県で開催される全国総体に出場します。 

○ かるた部 

 そして、文化部では、県立武道館で開催された小倉百人一首かるた大会県予

選の個人戦有段者の部で、中島さん・阿部さんが入賞しました。 

二人は和歌山県で開催される全国総文に、兵庫県代表として出場します。記

憶力と瞬発力が必要な種目です。最近のかるた部は、全国大会の常連といって

いいほどの活躍ぶりです。 

 さて、この１年半ほどは、コロナの影響で、どの高校の生徒も思う存分練習

ができなかったはずです。そんな厳しい状況の中で、底力を発揮し、見事栄冠

を勝ち取ったこの３つの部の部員全員に、心から賛辞を送りたいと思います。 
そして、部の代表として、神高生全員の代表として、全国大会出場する皆さ

ん、存分に力を発揮してきてくれることを期待しています。 
生徒、職員全員で応援しています。同窓会からもご支援をいただいきます。

健闘を祈ります。頑張ってきてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

【終業式式辞】 
２つ話をします。 

１つ目は、部活動の県大会での結果です。壮行会で紹介したもの以外で、県

でベスト１６以上に相当する種目について紹介します。順不同です。 
陸上部 男子８００ｍ ９位 山本君 

女子５千ｍ競歩 １０位 有賀さん 

卓球部 男子団体 ベスト１６ 

 柔道部 男子６６ｋ級 ９位 古味君 

 ボート部男子ダブルスカル ３位  三村君・中尾君 

 男子テニス部 団体ベスト１６ 

 女子テニス部 団体ベスト１６ 

 山岳部 女子団体 ３位 藤原さん・粟田さん・君嶋さん・道高さん 

ラグビー部 ８位                    

馬術部 団体３位 

かるた部 団体２位 

 紹介しなかった部も含めて、みんな文武両道によく頑張りました。健闘を讃

えたいと思います。 

 

２つ目は、夏休みを迎えるに当たっての話です。 
与えられた時間割をこなす普段とは異なり、目標達成のために、どう時間を

割るのかも、自分で決めるのが夏休みです。 

６週間あれば、普段できないことがやりきれます。でも、漫然と過ごせば、

何も残りません。そういう意味で真価が問われますね。 
この６週間で、何を、どうしていくのか、今日決めてください。 

皆さんは素晴らしい力を持っています。あとは皆さんのやり抜こうとい

う意志です。志です。 

 

それと、いつも言っていることですが、くれぐれも自分の命と体と心を大切

にしてください。感染対策や事故等に気をつけるとともに、気持ちの上で本当

に辛く苦しいときは、私たち教職員や友だち、家族など、ぜひ回りの人を頼っ

てください。助けて欲しいと手を出せば、必ず誰かがその手を握り返してくれ

ます。皆さんの周りには、優しい気持ちを持った人がたくさんいますから。 

 

皆さん一人ひとりが充実感を持って、元気に明るく、２学期の始業式を迎え

られることを期待しています。以上で終わります。 


